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デバイスモビリティの概要
デバイスモビリティにより、モバイルユーザはサイト間をローミングし、ローカルサイトのサ

イト固有の設定を受け入れることができます。この機能が設定されている場合、 Cisco Unified
Communications Managerはローミングデバイスの IPアドレスとデバイスモビリティ設定の IPサ
ブネットを照合し、デバイスの物理的な位置を判別します。これにより、適切なデバイスプール

を割り当てることができます。この動的に割り当てられたデバイスプールからの設定によって、

そのデバイスの [電話の設定（PhoneConfiguration）]の設定がオーバーライドされ、新しい電話の
ロケーションに対して音声品質とリソースの割り当てが適切なものになります。

ローミングモバイルデバイスの場合、この機能によりネットワークリソースの使用効率が向上

します。

•モバイルユーザが別の場所に移動する際には、コールアドミッション制御（CAC）により、
移動先のロケーションにとって適切な帯域幅割り当てでビデオ品質と音声品質を確保できま

す。

•モバイルユーザが PSTNコールを発信すると、電話はローカルゲートウェイにルーティング
されます。それ以外の場合、PSTNコールは最初に IP WAN接続経由でホームサイトにルー
ティングされ、その後ホームサイトの PSTNゲートウェイにルーティングされます。

•モバイルユーザがホームロケーションにコールする場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、リージョンに適切なコーデックを割り当てることができます。
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サイト固有の設定

ローミングデバイスの場合、Cisco Unified Communications Managerは、動的に割り当てられたデ
バイスプールからの値で、デバイス設定の次のデバイスプールパラメータをオーバーライドし

ます。

• Date/Time Group

• Region

•ロケーション

• Network Locale

• SRST Reference

• Connection Monitor Duration

•物理的なロケーション

• Device Mobility Group

• Media Resource Group List

ネットワークが米国外のロケーションにまたがる場合、デバイスモビリティグループを設定する

と、電話ユーザのローミング先に関係なく、設定済みのダイヤルプランをユーザが使用できるよ

うになります。デバイスが移動中であっても、同じデバイスモビリティグループに保持されてい

る場合は、Cisco Unified Communications Managerは次のデバイスプールパラメータも上書きしま
す。

• [AARグループ(AAR Group)]

• [AARコーリングサーチスペース(AAR Calling Search Space)]

• [デバイスコーリングサーチスペース(Device Calling Search Space)]

電話機がホームロケーションに戻ると、ローミングデバイスプールの関連付けが解除され、ホー

ムロケーションから設定がダウンロードされ、デバイスがリセットされます。デバイスはホーム

ロケーションの設定を使用して登録されます。

Cisco Unified Communications Managerは、必ず、電話レコード内の Communications Manager Group
設定を使用します。デバイスは、ローミング中でも、必ず、そのホームロケーションの Cisco
Unified Communications Managerサーバに登録されます。電話のローミング中には、帯域幅割り当
て、メディアリソース割り当て、地域の設定、AARグループなどのネットワークロケーション
設定だけが変更されます。

（注）

設定

この機能は、システムレベルとデバイスレベルの両方で有効にする必要があります。システム

レベルでは、この機能は次のコンポーネントを使用します。
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•物理ロケーション：デバイスプールの物理ロケーション。適切なデバイスプールを割り当て
る目的で、登録中にデバイス登録ロケーションが [デバイスモビリティ情報（Device Mobility
Info）]のサブネットと照合されます。

•デバイスプール：メディアリソース、地域、および SRST参照などのロケーション固有のデ
バイス設定。ローミングデバイスの場合、デバイスの物理ロケーションに一致するデバイス

プールが割り当てられます。

•デバイスモビリティグループ：ダイヤリングパターンが類似しているサイトの論理グルー
プ。たとえば、世界規模のネットワークを所有する企業は、個々の国を表すグループを設定

できます。デバイスモビリティグループ設定は、デバイスが同じ地理的エンティティ内を移

動するかどうかを決定します。その主な目的は、ユーザが自分のダイヤルプランを維持でき

るようにすることです。

•デバイスモビリティ情報：この情報には、システムで提供されるローミングデバイスのサブ
ネットと、このいずれかのサブネットに登録されるローミングデバイスに割り当て可能なデ

バイスプールが含まれます。

デバイスでこの機能を使用できるようにするには、デバイスレベルでこの機能をオンにする必要

があります。

図 1 :デバイスモビリティ関連の設定

デバイスプールの割り当て

この項では、デバイスモビリティが有効な際に、Unified CommunicationsManagerがどうデバイス
プールを割り当てるかについて説明します。デバイスがローミングするかどうかに応じて、デバ

イスにはローカルサイトのデバイスプールが割り当てられるか、またはホームサイトのデバイ

スプールが使用されます。

初期化の後に、デバイスモビリティ機能は次のプロセスに従って動作します。
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1. モバイルとしてプロビジョニングされている IPフォンの電話デバイスレコードが作成され、
電話がデバイスプールに割り当てられます。電話機が Unified Communications Managerに登録
され、登録プロセスの一環として IPアドレスが割り当てられます。

2. Unified CommunicationsManagerは、デバイスの IPアドレスを、[デバイスモビリティ情報の設
定（Device Mobility Info Configuration）]ウィンドウでデバイスモビリティ用に設定されたサ
ブネットと比較します。最適な組み合わせでは、IPサブネットマスクでの最大ビット数を使
用します（最長一致ルール）。たとえば、IPアドレス 9.9.8.2は、サブネット 9.9.0.0/16ではな
くサブネット 9.9.8.0/24と一致します。

3. 電話機レコードのデバイスプールが、一致するサブネットのデバイスプールと一致する場合、
電話はホームロケーション内にあると見なされ、ホームデバイスプールのパラメータを保持

します。

4. 電話機レコードのデバイスプールが、一致するサブネットのデバイスプールと一致しない場
合、電話はローミングであると見なされます。次の表に、デバイスモビリティとシステム応

答の考えられるシナリオについて説明します。

表 1 :デバイスモビリティのシナリオ

システム応答シナリオ

システムは電話がローミング中であると見な

さず、ホームロケーションデバイスプール

の設定を使用します。

電話デバイスプールの物理ロケーション設定

が、対応するサブネットに関連付けられてい

るデバイスプールの物理ロケーション設定と

一致する。

電話がサブネット間を移動した可能

性がありますが、物理ロケーション

と関連サービスは変更されていませ

ん。

（注）

システムは電話がローミング中であると見な

します。一致するサブネットのデバイスプー

ルのパラメータを使用して登録されます。

対応するサブネットに 1つのデバイスプール
が割り当てられており、サブネットデバイス

プールがホームロケーションデバイスプー

ルと異なり、物理ロケーションが異なる。

システムは電話がローミング中であると見な

します。新しいデバイスプールがラウンドロ

ビンルールに従って割り当てられます。ロー

ミングデバイスがサブネットに登録されるた

びに、使用可能なデバイスプールのセットの

次のデバイスプールが割り当てられます。

物理ロケーションが異なり、一致するサブネッ

トに複数のデバイスプールが割り当てられて

いる。

物理ロケーションは変更されず、電話はホー

ムデバイスプールに登録されたままになりま

す。

ホームデバイスプールに対して物理ロケー

ションが定義されているが、対応するサブネッ

トに関連付けられているデバイスプールには

物理ロケーションが定義されていない。
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システム応答シナリオ

システムは、定義されている物理ロケーショ

ンに電話がローミング中であると見なし、一

致するサブネットのデバイスプールのパラ

メータを使用して電話が登録されます。

ホームデバイスプールに対して定義されてい

ない物理ロケーションが、一致するサブネッ

トに関連付けられているデバイスプールに対

して定義されている。

残りのサブネットを使用して、ローミングと

デバイスプールの割り当てに関するルールが

適用されます。

サブネットが更新または削除される。

デバイスの IPアドレスと一致するデバイスモビリティ情報エントリがない場合、デバイスはホー
ムロケーションのデバイスプール設定を使用します。

（注）

デバイスモビリティグループの動作の概要

デバイスモビリティグループを使用して、デバイスが地理的実体内の別のロケーションに移動す

る時点を把握できます。これにより、ユーザは各自のダイヤルプランを使用できます。たとえ

ば、米国と英国にそれぞれ個別のデバイスモビリティグループを設定できます。電話機が異なる

モビリティグループに移動した場合（たとえば、米国から英国へ）、Unified Communications
Managerは、ローミングロケーションではなく電話レコードにあるコーリングサーチスペース、
AARグループ、および AAR CSSを使用します。

デバイスが同じモビリティグループ内の別のロケーションに移動する場合（米国内の Richardson
から米国内の Boulderへ移動する場合など）、CSS情報はローミングデバイスプール設定から取
得されます。この方法では、ユーザが PSTN接続先をダイヤルすると、ユーザはローカルゲート
ウェイにアクセスすることになります。

次の表は、さまざまなシナリオでシステムにより使用されるデバイスプールパラメータについて

説明します。
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表 2 :デバイスモビリティグループのシナリオ

使用するパラメータシナリオ

[ローミング用デバイスプール（Roaming Device Pool）]：[はい（yes）]

[ロケーション（Location）]：ローミング用デバイスプールの設定

[地域（Region）]：ローミング用デバイスプールの設定

[メディアリソースグループリスト（MediaResourceGroupList）]：ロー
ミング用デバイスプールの設定

[デバイスCSS（DeviceCSS)]：ローミング用デバイスプールの設定（[デ
バイスモビリティ CSS（Device Mobility CSS）]）

[AARグループ（AAR Group）]：ローミング用デバイスプールの設定

[AAR CSS]：ローミング用デバイスプールの設定

ローミングデバイスが

同一デバイスモビリ

ティグループ内の別の

ロケーションに移動す

る。

[ローミング用デバイスプール（Roaming Device Pool）]：[はい（yes）]

[ロケーション（Location）]：ローミング用デバイスプールの設定

[地域（Region）]：ローミング用デバイスプールの設定

[メディアリソースグループリスト（MediaResourceGroupList）]：ロー
ミング用デバイスプールの設定

[デバイス CSS（Device CSS）]：ホームロケーションの設定

[AARグループ（AAR Group）]：ホームロケーションの設定

[AAR CSS]：ホームロケーションの設定

ローミングデバイスが

異なるデバイスモビリ

ティグループ内の別の

ロケーションに移動す

る。

デバイスは移動中のため、ローミング用デバイスプールの設定（[デバ
イスモビリティコーリングサーチスペース（Device Mobility Calling
Search Space）]、[AARコーリングサーチスペース（AARCalling Search
Space）]、および [AARグループ（AARGroup）]など）を取得します。

デバイスが移動した

が、デバイスモビリ

ティグループは、ホー

ムデバイスプールに

も、ローミング用デバ

イスプールにも定義さ

れていない。

デバイスモビリティの前提条件
•デバイスモビリティを使用するために、電話機にはダイナミック IPアドレスが必要です。ス
タティック IPアドレスが設定されている電話がローミングする場合、UnifiedCommunications
Managerはそのホームロケーションの設定を使用します。

•デバイスモビリティ機能を使用するには、サイト固有の設定を使用してデバイスプールを設
定する必要があります。この章では、デバイスモビリティに関連するデバイスプール設定の
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みを説明します。デバイスプールの設定の詳細については、Cisco Unified Communications
Managerシステム設定ガイドの「デバイスプールの設定」の章を参照してください。

• Cisco Database Layer Monitorサービスを、Cisco CallManagerサービスと同じノードで実行して
おく必要があります

• Cisco TFTPサービスを、クラスタの少なくとも 1つのノードで実行しておく必要があります

• Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールまた
は国独自のトーンを使用する場合）。

• SCCPまたは SIPのいずれかを実行している電話。

デバイスモビリティの設定タスクフロー
デバイスモビリティを設定するには、次のタスクをすべて行います。

手順

目的コマンドまたはアクション

clusterwideサービステンプレートまたは、
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィ

デバイスレベルでデバイスモビリティを

有効にするには、次のいずれかのタスクを

実行します。

Step 1

ンドウの個別のデバイスでデバイスサポー

トを有効にします。•クラスタ全体でのデバイスモビリティ
の有効化（8ページ）

•個々のデバイスのデバイスモビリティ
の有効化（8ページ）

デバイスプールに割り当てる物理ロケー

ションを設定します。

物理的な場所の設定（9ページ）Step 2

デバイスモビリティグループは、ダイヤ

リングパターンが類似しているサイトの

論理グループです。

デバイスモビリティグループの設定（9
ページ）

Step 3

物理ロケーション、デバイスモビリティ

グループ、およびその他のデバイスモビ

デバイスモビリティのデバイスプールの

設定（10ページ）
Step 4

リティ関連情報を、デバイスモビリティ

のために使用されるデバイスプールに割

り当てます。

ローミングデバイスの登録場所として可

能な IPサブネットと、これらのローミン
デバイスモビリティ情報の設定（11ペー
ジ）

Step 5

グデバイスに割り当てることができるデ

バイスプールを割り当てます。

デバイスモビリティ
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クラスタ全体でのデバイスモビリティの有効化

次の手順を使用して、電話機の[電話機の設定（Phone Configuration）]で設定が上書きされている
場合を除き、クラスタ全体のすべての電話でデフォルトのデバイスモビリティ設定をオンに設定

するサービスパラメータを設定します。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

Step 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているノード
を選択します。

Step 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[CiscoCallManagerサービス（CiscoCallManager
Service）]を選択します。

Step 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス -電話機）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）]で
[デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]サービスパラメータを [オン（On）]に設
定します。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。

すでに登録済みのデバイスの場合、この新しい設定を有効にするには Cisco CallManagerサービ
スを再起動する必要があります。

次のタスク

個々のデバイスのデバイスモビリティ設定を行うには、個々のデバイスのデバイスモビリティの

有効化（8ページ）を参照してください。

それ以外の場合は、デバイスモビリティに対応するシステムの設定を開始できます。物理的な場

所の設定（9ページ）に進みます。

個々のデバイスのデバイスモビリティの有効化

個々のデバイスのデバイスモビリティを有効にするには、次の手順を使用します。この設定は、

クラスタ全体のサービスパラメータ [デバイスモビリティモード（DeviceMobilityMode）]をオー
バーライドします。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]。

Step 2 [検索（Find）]をクリックして、設定するデバイスを選択します。
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Step 3 [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]ドロップダウンリストから、次のいずれ
かを選択します。

• [オン（On）]：このデバイスでデバイスモビリティが有効になります。
• [オフ（Off）]：このデバイスでデバイスモビリティが無効になります。
• [デフォルト（Default）]：デバイスは、クラスタ全体のサービスパラメータ [デバイスモビ
リティモード（Device Mobility Mode）]の設定を使用します。これがデフォルト設定です。

Step 4 [保存]をクリックします。

物理的な場所の設定

デバイスプールに割り当てる物理ロケーションを設定するには、次の手順を使用します。デバイ

スモビリティでは、デバイス登録のロケーションを使用して適切なデバイスプールを割り当てま

す。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [物理ロケーション（Physical Location）]。

Step 2 [新規追加]をクリックします。

Step 3 ロケーションの名前を入力します。

Step 4 ロケーションの説明を入力します。

Step 5 [保存]をクリックします。

デバイスモビリティグループの設定

次の手順を使用して、デバイスモビリティグループを設定します。これは、同様のダイヤルパ

ターンを使用したサイトの論理的なグルーピングです。たとえば、世界規模のネットワークを所

有する企業は、個々の国を表すデバイスモビリティグループを設定できます。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [デバイスモビリティ（Device Mobility）] > [デバイスモビリティグループ（Device
Mobility Group）]。

Step 2 [新規追加]をクリックします。

Step 3 デバイスモビリティグループの名前を入力します。

Step 4 デバイスモビリティグループの説明を入力します。

デバイスモビリティ
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Step 5 [保存]をクリックします。

デバイスモビリティのデバイスプールの設定

デバイスモビリティ用に設定したパラメータを使用してデバイスプールを設定するには、次の手

順を使用します。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]。

Step 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のデバイスグループを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいデバイスプールを作成します。

Step 3 [ローミングに合わせて変化する設定（Roaming Sensitive Settings）]で、以前のデバイスモビリ
ティタスクで設定したパラメータを割り当てます。

• [物理ロケーション（Physical Location）]：ドロップダウンリストから、このデバイスプー
ルに設定する物理ロケーションを選択します。デバイスモビリティは、ローミングデバイス

にデバイスプールを割り当てるときにこのロケーションを使用します。

• [デバイスモビリティグループ（Device Mobility Group）]：ドロップダウンリストから、こ
のデバイスプールに設定するデバイスモビリティグループを選択します。

Step 4 [デバイスモビリティ関連情報（Device Mobility Related Information）]で次のデバイスモビリティ
関連フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

• [デバイスモビリティコーリングサーチスペース（Device Mobility Calling Search Space）]：
このデバイスプールを使用するローミングデバイスが使用する CSSを選択します。

• [AARコーリングサーチスペース（AAR Calling Search Space）]：自動代替ルーティング
（AAR）の実行時にデバイスが使用するコーリングサーチスペースを選択します。

• [AARグループ（AARGroup）]：AARが設定されている場合に、このデバイスのAARグルー
プを選択します。

• [発呼側トランスフォーメーションCSS（Calling Party Transformation CSS）]：このデバイス
プールを使用するローミングデバイスの発信側トランスフォーメーション CSSを選択しま
す。

デバイスモビリティ
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• [発呼側トランスフォーメーション CSS（Calling Party Transformation CSS）]は、
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [デバイスプールの発呼側トラ
ンスフォーメーション CSSを使用（Use Device Pool Calling Party Transformation
CSS）]チェックボックスがオフの場合でも、ローミングデバイスのデバイスレベ
ルの設定をオーバーライドします。

• [着信側トランスフォーメーション CSS（Called Party Transformation CSS）]設定は、
ローミングデバイスではなくゲートウェイに適用されます。

（注）

Step 5 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウのその他のフィールドを設定し
ます。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照して

ください。

Step 6 [保存]をクリックします。

デバイスモビリティ情報の設定

デバイスモビリティ情報を設定するには、次の手順に従います。この情報は、ローミングデバイ

スの登録先として可能な IPサブネットと、ローミングデバイスに割り当てることができる対応す
るデバイスプールを表します。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [デバイスモビリティ（Device Mobility）] > [デバイスモビリティ情報（Device
Mobility Info）]。

Step 2 [新規追加]をクリックします。

Step 3 デバイスモビリティ情報の名前を入力します。

Step 4 ローミングデバイス登録の IPサブネットの詳細を入力します。

•モバイルデバイスに IPv4アドレスを使用している場合は、IPv4サブネットの詳細を入力し
ます。

•モバイルデバイスに IPv6アドレスを使用している場合は、IPv6サブネットの詳細を入力し
ます。

Step 5 いずれかのサブネットに登録するローミングデバイスに割り当てるデバイスプールを選択しま

す。矢印を使用して、適切なデバイスプールを [選択されたデバイスプール（Selected Device
Pools）]リストボックスから [使用可能なデバイスプール（Available Device Pools）]リストボッ
クスに移動します。

Step 6 [保存]をクリックします。

フィールドと設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

デバイスモビリティ
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ローミングデバイスプールのパラメータの表示

次の手順を使用して、デバイスの現在のデバイスモビリティ設定を表示および確認します。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]。

Step 2 検索条件を入力して [検索（Search）]をクリックし、デバイスモビリティモードが有効なデバイ
スを見つけます。

Step 3 [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]の横の [現在のデバイスモビリティの設定
を表示する（View Current Device Mobility Settings）]をクリックします。

ローミングデバイスプールの設定が表示されます。デバイスがローミングしない場合には、ホー

ムの場所の設定が表示されます。

デバイスモビリティの連携動作
表 3 :デバイスモビリティの連携動作

データのやり取り機能

発信側の正規化は、一部の電話機のダイヤリング機能を強化し、コール

が複数の地理的場所にルーティングされる場合のコールバック機能を改

善します。つまり、この機能を使用すれば、着信側が電話機の通話履歴

ディレクトリ内の電話番号を変更しなくてもコールバックできます。加

えて、発信側の正規化を使用すれば、電話番号のグローバル化とローカ

ル化が可能になるため、正しい発信者番号が電話機に表示されます。

発信側の正規化

デバイスモビリティ
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データのやり取り機能

デバイスが同一のデバイスモビリティグループ内をローミングしてい

るとき、Unified Communications Managerはローカルゲートウェイへの
到達にデバイスモビリティ CSSを使用します。ユーザが電話で不在転
送（CFA）を設定し、CFACSSが [なし（None）]に設定され、CFACSS
アクティベーションポリシーが [デバイス/回線 CSSのアクティブ化を
使用（WithActivatingDevice/LineCSS）]に設定されている場合は、デバ
イスの場所に応じて、次のように動作が異なります。

•デバイスがホームの場所に設置されている場合は、デバイスCSSと
回線 CSSが CFA CSSとして使用されます。

•デバイスが同じデバイスモビリティグループ内をローミングして
いる場合は、ローミングデバイスプールからのデバイスモビリティ

CSSと回線 CSSが CFA CSSとして使用されます。

•デバイスが別のデバイスモビリティグループ内をローミングして
いる場合は、デバイス CSSと回線 CSSが CFA CSSとして使用され
ます。

ローミング

デバイスモビリティ
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デバイスモビリティの制約事項
表 4 :デバイスモビリティの制約事項

説明制約事項

デバイスモビリティ機能は、Unified Communications Managerに登録さ
れているデバイスの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスによって異なり
ます。

•デバイスモビリティを使用するために、電話にはダイナミック IPv4
アドレスまたは IPv6アドレスが必要です。

•ネットワークアドレス変換（NAT）またはポートアドレス変換
（PAT）を使用してデバイスに IPアドレスが割り当てられている場
合、登録時に提供する IPアドレスは、デバイスの実際の IPアドレ
スに一致しない可能性があります。

• Cisco IP電話が IPv4のみのスタックまたは IPv6のみのスタックを
サポートする場合、定義された IPアドレッシングモードの設定に
基づいて、電話は IPv4または IPv6デバイスモビリティ情報のいず
れかと再度関連付けられます。たとえば、電話が IPv6設定を使用
して定義されているが一致するデバイスモビリティ情報（IPv6サ
ブネットおよびマスクサイズ）がない場合、IPv4と関連付けられ
ます。一致する IPv6デバイスモビリティ情報を追加すると、電話
は IPv6デバイスモビリティ情報と再度関連付けられます。

[IPアドレス(IPAddress)]
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